






















































た。その後 同社は日中戦争時に輸送取扱物が増大、上海支店を開設した。現在も神戸に拠点を置く港湾運送 で、荷役・倉庫・通関 輸出入などに携わる。ただし、創業者である大森家は戦中戦後にかけて会社から離れざるを得なかった。　
多満四郎は、子供の頃から絵を描くことが好きだった。両親は趣味豊かな人で、小学生の



































































を求めた理由は、 明治天皇が日清戦争当時、 広島の大本営に向う途中、 神戸にて平壌の陥落を知ったからという。　
壁画制作のために本格的な画室が必要となり、金山は現在の東京都新宿区中井に購入済みだっ















ンスのパリへ到着した。同窓会会報 第一四号では「身体を壊して終い絵の方も 向に延びないので医者 勧めで気晴 に欧州にでも旅行に出かけることになりま た」と紹介されている。ただ何よりも、金山の奨めがあったからこそ一年以上前 留学を計画し、家族も快く送り出してくれたのである。旅行 免許状は「大森廻漕店監査役」として得たといい、旅券を申請する際に役所で、商科を卒業して美術研究をする自分が気楽な身分と見なされて不愉快な扱い 受けた旨を「エカキの寝言」で述べる
。大森は繊細な感性を持ち、自らを語るエッセイには複雑な感情が























































一九二八年六月八日、 大森は日本人会館で開催された 「洋画家大会」 に出席した。 同年秋、 サロン・
ドートンヌに《晩夏》と《満潮》を出品して入選したことが、大阪朝日新聞神戸附録（一九二八
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図 4　大森啓助 《ブルターニュ コンカルノーの
　　　港》　1929 年　油彩・キャンバス

























森啓助」と書かれている。地面・建物・空の境界が判然としない抽象味がかった風景画で、画面左下に数羽の鶏が描 てい 画面はグレー、ベージュ、ブルーの色調でまとめられ、眠気を誘う雰囲気がタイトルと調和す 滞欧作は空襲でほとんど焼失した 、この二点は東
図 5　大森啓助 《閑日》
　　　1929 年　油彩・キャンバス　



















した。日本美術年鑑に再録された出品目録 見直 た時、 大森啓助の名前はなかった。ただし 《木立の間の家》 《エクス東郊》 《樹蔭》 《黒い城の森にて》 《山頂断崖》 《サンシャマの時計台》 《黒い城のサントヴィクトワール山》を出品し 大森商二という画家がおり 別の名前を用いたと推測できた。なぜ別名で発表したかについては理由が三つ考え れる。一つは恩師 金山平三が つ
21
大森啓助の生涯と作品について
て四年間ヨーロッパに留学したものの、帰国後に滞欧作を発表する展覧会を病気もあって断念しており、大森も自信のある心境ではなかったこと、もう一つは商科出身を意識し、実家の会社をもじって大森商事と同音異語の雅名 出した洒落っ気 最後は在仏中に日本人美術家同士の争いがあったため、逆恨みを警戒して安全策をとっ 可能性である。出品作は南仏のエクス・アン・プロヴァンスやセザンヌの作品に登場するサントヴィクトワール山を題材とした風景画が含まれていたようだ。　
一九三三年の第一一回春陽展には大森啓助の名前で《室内》を発表した。春陽会賞を受賞し、
会友に推挙された。同年秋、 はパリにおける日本人画家華やかなりし頃の思い出を先述の 「巴里日本美術協会紛争回顧録（一） （二） （三） 」として執筆した。これに対して柳
 亮は外国で展覧





















































































を締めて、胸ポケットにチーフを挿した男性は大森本人である。眼下の窪み、通った鼻筋、頬から口許にかけての影からわかる。赤いドレスを着相手の女性は髪にパーマネントをあて、頬を紅潮させ楽しそうだ。画面右下は、茶色の背広を着た男性と白い襟がついた緑の衣装の女性。大森の左隣の女 は 椿の花を髪に飾り、繊細な顔立ちの男性の肩に手を添える。彼の後ろはヘアバンドで髪をまとめた白と赤の服を着た女性が、茶色の背広に緑色のネクタイを締めた丸眼鏡 男性と組む。
26
大森の後方、グレーの服の男性は背を向け、相方の女性は彼の右肩に手を添えている。彼らの右後方は小柄な横向きの男性と、その胸元へ顔を寄せる がいる。さらに右のカップルも眼鏡 かけた男性 左を 、山吹色のドレスを着た女性をエスコートする。彼女の手前に、藤色のヘアバンドした女性が、節目がちに踊っている。センターに位置する大森から離れるに従い、人物 表情や衣服 ぼかすように描かれている。女性たちは周縁部でも口紅・頬紅・マニキュアが強調されて華やかだ。　
これは、どこかのダンスホールに取材され































図 9　大森啓助 《新生平和国家》　1948 年　油彩・




鮮やかだ。彼女の右下には山吹色のドレスを着た女性が座り、書物を膝にのせペンを持つ。知的な作業に従事する学問の女神のようである。画面右端には裸の男性が二人描かれている。奥の若者は右手に棒を持つ。彼 背後 馬が二頭描かれ、海には帆船が浮かび、火山が噴煙をあげる。右下の男性は円盤 投げ 人のポーズ、ローマ彫刻を思わせる。これらの男性像は、健康な若者が戦争に行かなくてすみ、スポーツを楽しめる世の中であることを示している。足元に二羽の白い鳩 描かれ、白い犬が寄り添う。ペン 持つ女性の眼差しの先に、青い球体と向き合う男児がいる。球体には赤い線がある。これを地球儀と見なせば、無垢な子供が世界を知ろうとしている姿に思える。男児の左隣は成長した少年で、マ トを羽織り スケッチブックを抱える姿は小さな芸術家のようだ。少年 顔 見えないが、画面中央の赤ん坊を眺めている。　
画面左下には女性が二人描かれている。横たわる女性はヌード、その右上の紫のドレスを着た
女性は鏡を見ながら髪を整えている。この二人は日常生活からかけ離れた姿で、ギリシア神話に登場する美の女神ヴィーナスなどを連想させ、西洋美術史の象徴 考えら る。彼女たちの背後では、白衣の科学者が顕微鏡をのぞい 黒い服を着た女性が歌い、画面左上に大学 ような建物が描かれている。学問 府の前にイーゼルを立ててキャンバスを置き 絵を描く白いシャツを着た男性は大森本人である。背後には虹が二重にかかり、前途を祝福して る。母子像 は早世した妹・さよ、若者二 には兄弟 千代三と博五郎の姿を はめ 可能性も考えられ 。黒服の女性はレクイエム（鎮魂歌）を歌って るのかも知れな 。　《新生平和国家》の左側半分で、大森は西洋美術史には神話や寓意などの伝統が基礎にあり、そのうえで科学的な研究を行い、自ら 絵画 描くのだという役割を宣言し いる 音楽・学問・
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プに絵画を教え、丁寧で紳士的な指導は人気 あり サロンのようだったという。絵画教 のひとつは土日を中心に女性も男性も参加 「きんぽうげ塾」で 一九六〇年前後は、毎年銀座の凮月堂で発表会 開催していた。　
パリ時代からの友人たちとは、二〇年以上交友が続いた。モンパル と称し、画家とその家族




























育が欠落し、基礎が足りないことを認識していた。留学で多くのものを吸収したとはいえ、言わば肩の後ろに金山平三の眼がある 意 生き、自己批判的になりがちで、回顧展の誘いを断るなど重要な時に逡巡した。アカデミズムにも前衛芸術にも没入でき い 、ボナールに心を寄せ、 誠実に制作を続けた具象作家だった。そして、 翻訳仕事を通じて油彩の技法を探求し、 《夏山》のような作品に結実させた。多くの著作により、さまざまな記録を残した。　
時に芝居気を出すが、エレガントで自然な振る舞いは、多くの人々を魅了した。画廊とのつき
あいを大切にし、画家仲間 恵まれ 弟子たちに人気があった。 かし、美術家と て 葛藤は、他者にどこまで理解されただろうか。一九六〇年代以降は、かつて欧州に留学したというだけでは文化人の役割が果たせなくなり、一九七〇年代以降は次第に執筆の依頼 減っ ある意味それは仕方がなかっただろう。　
國松房子氏（一九二九―）は東京 身で日本銀行に長く勤め、同行の絵画部で絵を描いていた。
指導者を探していた時に、 阪フォルム画廊の紹介で大森啓助と出会い、画家の最晩年を支えた。神戸市立博物館へ作品寄贈の打診があった時、スナップ写真が添えられて た 、これらは房子氏が大森作品を整理 、日動画廊が撮影したものだった。　
大森啓助は作品を売って生活していたが、大事な作品は手放さなかった。戦後は神戸や母校























 コンカルノーの港》 （一九二九） 《ダンス》
（一九四七） 《新生平和国家》 （一九四八） 《洋裁店》 （一九四九） 《ギタリスト》 （一九五七） 《魚の静物》 （一九五八） 《潮騒》の油彩画七点、 二〇〇四年度に《閑日》 （一九二九） 《休息》 （一九三六）《室内》 （一九五一） 《母と子》 （一九五三） 《夏山》 （一九六七）の油彩画五点と、著作・アルバムなどの文献資料が寄贈された。
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